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神現象学』である。しかし，ここで，学の否定的面と肯定的面とをそれぞれ第 1 部と第 2 部とに分ける
論拠は提示されていない。『エンツュクロペディー』第 2 版以降，『精神現象学』は，さらに 2 つのタイ
プに分かれるが，どれも当該文の規定から外れていない。第一に，「精神哲学」の第 2 章としての「精





0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
をとって存在する真なるもの




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
をとって存在する真なるもの








3へーゲル『精神現象学』｢序説｣　第 38 節～第 41 節の解明
の自己吟味③完遂された「自己」としての弁証法④それらの一切を取り集める「懐疑主義」とから成る。
　まず，①の「絶望」という概念は，懐疑的方法の放棄によって，その固有性を否定されている。しか
も，『エンツュクロペディー』第 3 版（1830 年）では，さらに「絶望」という言葉そのものが削除され
るに到っている。懐疑主義の放棄についていうと，いかにも『ハイデルベルク・エンツュクロペディー』
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（2） 第 2 版第 78 節では，初版の第 36 節の註の全体のおよそ 3 分の 2 が削除され，さらに残された部分の 4 箇所
で，字句の修正がおこなわれている。そして，ラッソン版『エンツュクロペディー』の脚注によれば，第 3 版
で，odervielmehrdieVerzweiflunganallem が削除された。
（3） GW9 に記載されている原本の頁数に従えば，第 36 節で指示されている，『精神現象学』の「25 頁以降」

































































































　　Abersie istnicht soWahrheit, alsobdieUngleichheitweggeworfenwordenwärewiedie
SchlackevomreinenMetall,auchnichteinmalso,wiedasWerkzeugvondemfertigenGefäßeweg-
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 HegelwillzwardenBegriffderWahrheitinderVorredederPhänomenologie des Geistes （die
Absätze38－41）verändern.AbermanhatdasexakteVerstandnisdafürunddieseWichtigkeitmit
übergesehen.DerVerfassermachtnundenKommentarunddieAbkürzungdersogenanntenTexts
underörtertdadurchdenZusammenhangdesStammbaumsdergrossenTheorienderneuzeitlichen
PhilosophiegeschichtemitdemBegriffderHegelschenWahrheit.
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